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四
月
一
日
、
早
朝
か
ら

大
宮
駅
近
辺
の
会
議
室
に

集
合
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
入
社
式
行
動
の
意
思
統

一
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
新
入
社
員
に
手

渡
す
グ
ッ
ズ
詰
め
作
業
を

行
い
、
作
業
終
了
後
、
東

日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長

よ
り
「
①
三
・
二
五
判
決

を
め
ぐ
る
エ
リ
ア
代
表
者

会
議
の
報
告
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
②
会

社
の
動
向
の
分
析
と
対
応
に
つ
い
て
」
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
武
田
組
織
部
長
か
ら
行
動
提
起
が

行
わ
れ
、
入
場
が
予
想
さ
れ
る
一
一
時
前
か
ら
の
配

置
と
な
っ
た
。

　

入
社
式
会
場
と
な
っ
た
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
大

ホ
ー
ル
入
り
口
に
陣
取
り
「
入
社
お
め
で
と
う
」「
国

労
は
歓
迎
し
ま
す
」の
横
断
幕
を
掲
げ
、ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
入
っ
た
、
東
日
本
委
員
長
名
の
歓
迎
の
挨
拶

文
、
国
労
加
入
呼
び
か
け
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
た
。
半
数
以
上
の
新
入
社
員
が

受
け
取
り
、
入
場
待
ち
す
る
と
き
に
は
国
労
の
横
断

幕
に
見
入
る
な
ど
、
成
果
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み

と
な
っ
た
。

会
釈
を
す
る
新
入
社
員

は
、
参
加
者
の
励
み
に

も
な
っ
た
。

　

新
規
採
用
者
は
、
五

月
中
旬
以
降
に
現
場
配

属
。
人
間
関
係
作
り
を

通
じ
て
、
ま
ず
は
「
国

労
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
」
そ
し
て
「
加
入
す

る
労
働
組
合
は
、
自
分

の
目
で
見
て
選
ん
で
も

ら
う
こ
と
」、
そ
し
て
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を

「
国
労
に
迎
え
る
こ
と
」
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
！
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

四
月
五
～
六
日
、
国
労
の
将
来
を
担
う
青
年
に
、
国

労
の
歴
史
や
目
指
す
も
の
を
指
し
示
し
、
共
に
組
織
拡

大
や
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
を
推
し
進
め
る
た
め

に
、
初
め
て
一
泊
で
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

　

常
盤
教
宣
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
石
上
委
員
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
労
働
講
座
と
し
て
、

本
部
・
濱
中
書
記
長
に
よ
る
「
労
働
組
合
と
は
何
か

（
国
労
の
歴
史
）」
の
講
演
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
闘
い
の
足
跡
第
二
一
部
『
号
笛
鳴
り
や
ま
ず
』

一
九
八
六
年
八
月
」
を
上
映
し
、
ど
ち
ら
も
国
労

六
〇
年
の
歴
史
、
分
割
民
営
化
、
そ
し
て
国
労
が
労

働
者
の
団
結
を
い
か
に
大
事
に
し
て
き
た
か
を
熱
く

語
っ
た
。

　

地
方
本
部
・
宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
の
提
起
、
全
体
交

流
（
自
己
紹
介
・
職
場
交
流
）
で
一
日
目
を
終
了
し
た
。

　

夕
方
の
夕
食
懇
親
会
で
は
、
年
令
順
に
紹
介
が
行

わ
れ
、
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
で
お
酒
が
進
み
、
更
に

各
部
屋
で
の
懇
親
に
な
だ
れ
込
ん
だ
。

　

二
日
目
は
、
地
本
・
松
川
書
記
長
の
情
勢
報
告
と

ま
と
め
、
小
菅
青
年
部

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
で
終
了
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
文
で

は
、
本
部
・
濱
中
書
記

長
の
講
演
が
国
労
の
歴

史
を
知
る
上
で
も
非
常

に
解
り
易
か
っ
た
と
の

感
想
が
多
く
出
さ
れ
、

足
跡
の
上
映
は
古
い
事

で
判
ら
な
い
事
が
多
く

あ
り
、
そ
の
説
明
を
加

　

本
部
・
望
月
執
行
委
員
と
久
松
特
別
執
行
委
員
よ

り
「
社
会
人
と
な
り
初
め
て
手
渡
さ
れ
た
チ
ラ
シ
は

新
入
社
員
も
覚
え
て
い
る
。
仮
に
手
渡
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
『
捨
て
ろ
』
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
事
も
記
憶

に
残
る
。
こ
の
行
動
を
各
職
場
の
取
り
組
み
に
も
つ

な
げ
て
欲
し
い
」「
昨
年
は
他
Ｊ
Ｒ
会
社
で
も
女
性

社
員
の
加
入
や
助
役
の
国
労
加
入
、
関
西
で
は
宣
伝

行
動
時
に
『
国
労
の
話
を
聞
き
た
い
』
と
加
入
し
て

い
る
」
と
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
エ
ド
モ
ン
ド

前
へ
と
場
所
を
移
し
、
チ
ラ
シ
の
手
渡
し
と
プ
ラ

カ
ー
ド
・
横
断
幕
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
新
入
社

員
を
笑
顔
で
迎
え
た
。「
入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」「
研
修
頑
張
っ
て
！
」「
国
鉄
労
働
組
合

で
す
！
」
な
ど
の
言
葉
を
投
げ
掛
け
る
と
、
笑
顔
で

 

一
九
回
を
数
え
る
、地
本
主
催
「
へ
ら
鮒
釣
り
大
会
」

が
、幸
手
市
の
「
み
ゆ
き
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
た
。

　

暑
く
も
寒
く
も
な
い
絶
好
の
釣
り
日
和
と
な
っ
た

が
、
初
め
て
の
開
催
場
所
と
い
う
仲
間
が
多
く
苦
戦

を
強
い
ら
れ
、“
へ
ら
”
で
は
な
く
“
タ
ニ
シ
”
を

釣
る
？
方
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
【
結
果
】

優　

勝

：

小
泉
浩
造（
中
央
・
千
葉
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

準
優
勝

：

中
村　

寛（
上
野
・
松
戸
運
転
連
合
）

第
三
位

：

大
川　

亨（
八
王
子
・
立
川
車
掌
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝
と
三
位
は
同
重
量

　

千
葉
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
分
会
の
職
場
は
、
越
中
島

の
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
本
所
と
、
稲
毛
派
出
の
二
か
所

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
社
員
数
は
本
所
・
派
出
合
わ

せ
て
一
二
名
（
病
気
休
職
一
名
含
む
）
で
す
。

　

本
所
に
は
二
名
の
組
合
員
が
お
り
ま
す
。
仕
事
は

工
場
内
で
レ
ー
ル
の
溶
接
を
行
い
、
ロ
ン
グ
レ
ー
ル

の
作
製
と
そ
の
輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
組
合
員

の
仕
事
は
、
東
日
本
の
九
支
社
に
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
の
発

送
の
た
め
の
、
輸
送
の
ダ
イ
ヤ
作
成
（
溶
接
作
業
は

全
て
外
注
化
）
で
す
。
こ
の
業
務
は
、
東
日
本
の
中

で
も
仙
台
の
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
二
か
所
だ
け
で
す
。

　

稲
毛
派
出
に
は
一
名
の
組
合
員
が
お
り
、
溶
接
技
術

の
養
成
と
技
術
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

の
平
均
年
齢
は
五
三
才
で
社
員
の
高
齢
化
が
激
し
い

職
場
で
す
。
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
は
東
日
本
の
中

で
も
特
殊
で
、
後
継
者
の
若
い
社
員
が
配
属
さ
れ
な
け

れ
ば
、
技
術
の
継
承
が
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
越
中
島
の
同
じ
構
内
に
あ
る
資
材
セ
ン
タ
ー

に
も
組
合
員
が
一
名
い
ま
す
。
資
材
セ
ン
タ
ー
で
も
本

所
と
同
じ
よ
う
な
定
尺
（
二
五
ｍ
）
レ
ー
ル
の
輸
送
を

行
い
、ま
た
、社
内
資
材
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
で
は
全
面
外
注
化
さ
れ
、
組
合
員
は
出
向
の
扱
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
資
材
セ
ン
タ
ー
は
合
同
で
最

低
月
一
回
集
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
集
ま

り
に
は
退
職
者
も
参
加
し
、
仕
事
の
話
、
退
職
後
の

生
活
の
話
、
職
場
の
問
題
等
が
話
題
と
な
り
ま
す
。

　

職
場
の
問
題
と
し
て
は
、
合
理
化
が
進
み
、
今
ま

で
何
事
も
な
く
レ
ー
ル
の
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
が
、
貨
車
の
車
検
が
切
れ
輸
送
が
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
出
て
き
た
り
、
レ
ー
ル
溶
接
の
現
場
で
は
、

線
路
閉
鎖
時
間
が
短
く
作
業
時
間
が
足
り
な
い
の
で
、

作
業
を
省
略
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
も
出
て
い

ま
す
。

　

職
場
の
問
題
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
で
き
る
よ

う
に
、
組
合
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

え
て
欲
し
い
と
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
は
、
三
年
間
を
一
単
位
と

す
る
た
め
、
来
年
・
再
来
年
と
趣
向
を
変
え
な
が
ら

の
取
り
組
み
を
行
う
予
定
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
つ
い
て
は
四
月
一
日
、

九
時
に
集
合
し
歓
迎
の
う
ち
あ
わ
せ
を
行
っ
た
。
青

年
対
策
委
員
会
よ
り
「
貨
物
労
組
よ
り
も
一
歩
で
も

先
に
、一
人
で
も
多
く
の
新
入
社
員
と
接
点
を
持
ち
、

国
鉄
労
働
組
合
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
。
こ
の
行
動
を
契
機
に
組
織
拡
大
の
動
き
を
広
げ

る
こ
と
が
重
要
」。

Ｊ
Ｒ
東
入
社
式

Ｊ
Ｒ
貨
物
入
社
式
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た
ら
無
断
作
業
を
し
て

い
る
と
ク
レ
ー
ム
が

あ
っ
た
。
職
場
で
は
東

京
支
社
の
や
り
方
し
か

教
え
ら
れ
て
い
な
い
。

所
長
や
安
全
科
長
も
知

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

各
支
社
の
や
り
方
が
周

知
さ
れ
た
が
、
一
歩
間

違
え
れ
ば
事
故
に
繋
が

る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
信

濃
川
発
電
所
の
事
件
を

受
け
て
組
織
変
更
が
行
わ
れ
る
事
に
な
り
、
団
交
の

開
催
を
。

【
信
濃
川
発
電
所
分
会
】
〇
六
年
に
電
力
会
社
で
改

ざ
ん
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
に
も
打
診
が
あ
っ
た
が
、
適
性

に
処
理
が
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し
て
き
た
。
〇
八
年

八
月
に
発
覚
し
、
今
年
の
三
月
に
水
利
権
剥
奪
と

な
っ
た
。
現
在
は
下
流
住
民
の
水
提
供
だ
け
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
上
部
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対

応
す
る
。
若
手
二
名
が
配
転
に
な
り
、
三
〇
年
ぶ
り

に
新
採
が
二
名
配
属
に
な
る
予
定
。

行
っ
た
。
分
会
か
ら
は
「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

何
度
と
な
く
指
摘
し
、
改
善
を
求
め
て
き
た
の
に

残
念
」「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
守
業
務
に

手
が
つ
か
な
い
」「
地
震
の
影
響
も
ま
だ
残
っ
て

お
り
不
安
」「
水
利
権
の
再
取
得
に
向
け
た
、
膨

大
な
作
業
を
考
え
る
と
要
員
が
厳
し
い
」
等
、様
々

な
意
見
や
不
安
が
出
さ
れ
た
。
取
水
停
止
以
降

は
、
会
社
側
の
体
制
変
更
も
あ
り
、
現
地
に
業
務

改
善
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
行
政
や
本
社
等
と
の

や
り
取
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
業

務
改
善
事
務
所
は
、
現
場
の
事
情
は
全
く
解
っ
て

お
ら
ず
、
す
べ
て
現
場
に
問
い
合
わ
せ
て
く
る
た

め
、
指
揮
命
令
を
含
め
て
、
混
乱
し
て
い
る
と
い

う
。
現
地
に
は
、
水
利
権
の
再
取
得
に
向
け
、
図

面
作
成
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
て
お
り
、
土
木
・
工

事
・
保
全
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
選
出

さ
れ
、
二
五
〇
項
目
に
及
ぶ
不
正
事
項
に
つ
い
て

の
図
面
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
東
京
電
力
の
事
例

【
上
野
】
首
都
圏
輸
送
障
害
対
策
で
、
宿
直
の
拠
点

が
二
箇
所
増
え
、
配
置
転
換
。
助
役
も
計
画
的
に
宿

直
勤
務
が
組
ま
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
改
修
の
立
会
い
作
業

で
、
別
の
駅
で
の
作
業
追
加
が
行
わ
れ
る
等
、
慢
性

的
な
要
員
不
足
に
な
っ
て
い
る
。

【
八
王
子
】
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
施
策
以
降
、
業
務
区
分

の
不
明
確
さ
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
不
具
合

箇
所
を
挙
げ
て
も
技
術
セ
ン
タ
ー
の
工
事
計
画
で

は
、
ニ
ュ
ー
ズ
等
を
使
い
机
上
で
優
先
順
位
を
判
断

す
る
為
、
メ
セ
の
緊
急
性
・
重
要
性
と
一
致
し
な
い

実
態
が
あ
り
見
直
し
が
必
要
。

【
新
橋
】
通
勤
の
鶴
見
線
が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
で
日
中

帯
が
二
時
間
に
一
本
と
な
り
、
運
転
当
直
業
務
で
作

業
ダ
イ
ヤ
を
一
五
分
ず
ら
し
た
が
、
食
事
の
準
備
時

間
が
無
く
、
手
当
て
の
出
な
い
バ
ス
通
勤
や
二
時
間

前
に
来
る
状
況
が
発
生
。
改
善
要
求
し
た
が
、
当
社

を
利
用
し
な
さ
い
と
回
答
さ
れ
た
。

【
上
野
】
八
王
子
支
社
内
で
線
閉
作
業
を
行
っ
て
い

　

二
〇
〇
九
年
三
月

一
〇
日
、
一
六
時
四
六

分
取
水
全
停
止
、
同

四
九
分
発
電
全
停
止
。

一
九
三
九
年
一
一
月
に

発
電
を
開
始
し
た
信
濃

川
発
電
所
の
全
機
能
が

停
止
し
た
瞬
間
で
あ
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社

が
長
年
に
わ
た
り
、
河

川
法
に
よ
り
許
可
さ
れ

て
い
た
取
水
量
を
超
え

て
取
水
し
、
デ
ー
タ
に
も
不
正
な
点
が
あ
っ
た
と

し
て
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
よ
り
行
政

処
分
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
本
部
は
、
四
月
一
一
日
～
一
二
日
東
日
本

本
部
・
新
橋
支
部
と
共
に
現
地
に
入
り
、
信
濃
川

発
電
所
分
会
の
仲
間
と
『
取
水
問
題
検
討
会
』
を

　

三
月
二
八
日
岸
町
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
第

二
一
回
東
京
地
方
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会
が
五
〇

名
程
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
大
会
議
長
に
横
浜
の
吉

村
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

井
上
議
長
は
不
採
用
問
題
・
企
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
昇
進
差
別
・
設
備
及
び
死
傷
事
故
問
題
・
エ

ル
ダ
ー
雇
用
の
労
働
条
件
問
題
等
の
提
起
が
さ
れ

た
。
以
下
、
出
さ
れ
た
発
言
要
旨
。

【
八
王
子
】
多
発
す
る
変
電
所
事
故
に
つ
い
て
、
他

支
社
で
の
事
故
対
策
が
水
平
展
開
さ
れ
て
い
な
い
事

や
対
策
の
不
備
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
昇
進
試
験
で

和
解
検
証
を
含
め
全
員
受
験
を
意
思
統
一
し
た
が
、

入
社
一
～
二
年
目
が
合
格
し
、国
労
合
格
者
は
ゼ
ロ
。

現
場
の
声
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

【
上
野
】
設
備
投
資
が
行
わ
れ
工
事
量
の
増
大
や
小
額

小
規
模
工
事
導
入
に
対
し
て
詳
細
な
説
明
が
無
く
、

職
場
は
混
乱
し
、
超
勤
の
増
大
と
な
っ
て
い
る
。
若

手
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
で
改
善
の
申
し
入
れ
を
し
た
。

調
査
部
長
よ
り
報
告
と

提
起
を
受
け
た
。
本
人

の
意
向
を
よ
り
具
体
的

に
会
社
に
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
分
会

も
含
め
て
現
場
長
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
て
欲

し
い
と
強
調
さ
れ
た
。

　

現
場
か
ら
は
再
雇
用

に
ま
つ
わ
る
実
態
の
報

告
と
質
問
が
出
さ
れ

た
。「
こ
の
出
向
先
あ

り
き
、
こ
の
仕
事
し
か
無
い
と
い
う
前
提
で
再
雇

用
の
意
思
確
認
が
さ
れ
て
い
る
。」「
現
実
に
な
か

な
か
決
ま
ら
な
け
れ
ば
不
安
も
増
大
す
る
。」等
々

多
く
の
意
見
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
今
後
の
改
善
要

求
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
全
労
働
省
労
働
組
合
・
古
市
泰
久

中
央
執
行
委
員
か
ら
、「
長
時
間
労
働
と
健
康
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
受
け
た
。
実
際
に
労
働
基
準
監
督
署

で
仕
事
を
さ
れ
て
き
た
経
験
か
ら
述
べ
ら
れ
た

講
演
は
大
変
興
味
深
く
、
長
時
間
労
働
が
身
体

に
与
え
る
大
き
な
負
担
に
つ
い
て
、
厚
労
省
通

達
や
科
学
的
な
デ
ー
タ
も
織
り
交
ぜ
て
分
か
り

や
す
く
話
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
深
夜
に
亘
る
不

規
則
勤
務
は
、
最
も
肉
体
的
・
精
神
的
な
負
担

が
大
き
い
と
話
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
改
め
て
私

達
の
労
働
実
態
を
点
検
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

　

身
体
と
心
を
守
る
取
り
組
み
は
、
職
場
の
労

働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
と
直
結
す
る
闘
い
で

あ
る
こ
と
を
、
見
つ
め
直
す
学
習
会
と
な
っ
た
。

　

四
月
一
一
日
（
土
）
北
区
教
育
会
館
に
於
い
て
、

〇
九
年
度
の
国
労
東
京
労
働
講
座
を
開
催
し
、
職

場
か
ら
五
〇
名
の
仲
間
が
集
ま
り
、
大
い
に
学
習

し
論
議
を
深
め
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、再
雇
用
制
度
（
エ
ル
ダ
ー
制
度
）

が
二
年
を
経
過
す
る
中
で
出
向
先
企
業
の
再
編
も

行
わ
れ
た
も
と
で
、
こ
の
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ

て
多
く
の
意
見
や
質
問
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
か

ら
、「
エ
ル
ダ
ー
再
雇
用
制
度
の
課
題
と
今
後
の

取
り
組
み
」
と
の
テ
ー
マ
で
東
日
本
本
部
・
武
笠

か
ら
も
、
膨
大
な
資
料
提
出
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
が
か
か
る
の

か
、
想
像
も
つ
か
な
い
と
不
安
交
じ
り
に
訴
え
ら

れ
た
。

　

二
日
目
は
、
静
ま
り
返
っ
た
発
電
所
構
内
を
視

察
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
雪
解
け
水
を
い
っ
ぱ
い

に
取
水
し
、
発
電
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
は
ず
の

発
電
機
は
、
ま
る
で
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
動
か
な

い
。
し
か
し
水
利
権
の
再
取
得
に
向
け
た
現
場
組

合
員
の
今
後
の
苦
労
を
考
え
る
と
嵐
の
前
の
静
け

さ
を
感
じ
た
。

　

今
後
は
、
す
で
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
点
に

つ
い
て
は
、
本
部
・
本
社
の
交
渉
に
委
ね
る
こ
と

に
な
り
、
交
渉
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
地
方
本
部
と
し
て
は
、
こ
れ
以
降
も
現

場
組
合
員
と
の
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

不
安
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。


